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【定 例】                          提 出  令和元年 6月 12日 

 

 山  行  報  告  書  
   

山行報告者：佐 藤ゆ 

山 域・山 名： 官 ノ 倉 山（344ｍ）（クリーン登山）  （埼玉県比企郡小川町） 

入山日又は期間：令和元年 6 月 9 日（日）  日帰り 

プラン担当者 正：鈴木   副：岩田 

 

参 
 

加 
 

者 
 

L：岩 田  記：佐藤ゆ  報： 

東川、小川正、平野、野口、田中、

天野、北田、本郷 

深谷、簑島、山崎、佐藤ゆ 

 

男 9名 、女 4 名、 計 13 名 

天 候: : 雨 

6 月 9 日 

(日) 

集合時間： 午前 6:24    集合場所： JR 大宮駅２１番線 

6：24 発川越線川越行き 5 号車に乗車-6：46川越着乗り換え 

6：58 発東上線快速急行小川町行きに乗車―7：32 小川町着乗り換え（至急乗換） 

7：34 小川町発東上線寄居行きに乗車―7：38東武竹沢着下車 

8：00 山行開始―8：31 天王池登山口 8：43―9：21 官ノ倉山山頂 9：29― 

10：52 北向不動―12：46 小川町駅下山解散 

装
備
と
食
糧 

共同装備：ごみ袋（会にて用意）、ツェルト 4 

共 同 食：なし 

車提供者：なし 

個人装備：ヘッドランプ、雨具、防寒衣、コンパス、地図、 飲み物、 

トング（ゴミつかみ用）、軍手、他日帰り山行装備品 

個 人 食：行動食、昼食 

 
 

 

感
想
＆
要
注
意
事
項 

 

秩父の官ノ倉山に清掃登山に行ってきました。参加者は 13 名。 

2 日前から梅雨入りしてしまい、お天気が心配でしたが…やはり朝からしとしと降っていま

す。大宮駅で集合し（数名は川越駅にて合流）電車で東武竹沢駅に向かいます。 

東武竹沢駅に到着し、レインウェアなど身支度を整え、トングとゴミ袋を手に持ち、いざ出発。 

しばらくのどかな道を歩いていきます。 

平坦な道なので、皆さん談笑などしながら無理せず進みます。まだ山に入るまでの道に、少し 

ゴミが落ちていて、それらも拾いながら向かいます。 

天王池登山口を過ぎ、少しすると、天王池に到着。天王池には鯉もたくさん泳いでいました。 

東屋があり、そこで休憩します。ゴミはほとんど落ちていません。さらに進み山頂まで着き 

ましたが、ゴミは本当にほとんどありません。山頂でも宝探しのようにくまなく目を凝らして

ゴミを探しますが、ほぼ見つからず。。（良いことです。）そのまま石尊山に向かいます。 
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石尊山頂上まですぐの平なところで、土に埋もれているゴミ（空き缶？）を発見し、掘り起 

こすと、そこからは朽ちかけた空き缶や空き瓶などがたくさん出てきて、皆んなで拾いました。

昔ここで宴会でもされてそのまま埋められたのでしょうか…。 

ここで、石尊山頂上までほんの少しでしたが、頂上に出ると開けていて、より雨に濡れやすい 

だろうとのことで、この場でお昼休憩にしました。 

お昼休憩後は本当に少しだけ歩いたら、すぐ石尊山の山頂に出ました。そこは見晴らしが 

よく、麓の町がよく見えました。そこもほとんどゴミはなく、また下山していきます。 

途中、北向不動は急な階段を登ったところにありました。北向不動の前か後ろに通った竹林が

気持ち良かったです。 

 

その後、また田舎道を小川町役場方面に進みます。途中、桑が生えていて実がなっていると

ころがあり、桑の実は食べられるよ、と採ってもらった実をいただき、おそるおそる食べて 

みました。えぐみなどもなく普通に美味しかったです。 

 帰りは全員で小川町役場に寄り、集めたゴミを持ち込みました。拾えたごみはかなり少なく 

感じましたが、13 人分を集めてみると、燃えるごみ（プラスチック含め）・缶類・ビン類、 

それぞれ体感で 5 ㎏ほどありそうでした。 

 小川町駅まで全員で歩き（途中、女郎うなぎのお店や酒造などもありました）、小川町駅で

解散としました。 

 

 自分は初めて清掃登山に参加しましたが、ごみはあまり落ちていない（特に山の中はほと 

んどない）と感じました。やはり昔はマナーが悪かったのが、今では社会全体的に良くなって

きているのだと思います。それでも、たまに落ちているのをなくし、落とそうとしていた人が

落としちゃいけないんだと気づけるよう、普段自分で山歩きする際にも、ゴミが落ちていたら

進んで拾っていきたいと思います 

（これまでも気づいたら拾うこともありましたが、より積極的に心がけたいと思います）。 

以 上 

 

 


